

























































































































づくり」』日本不動産学会誌, 27（1）, pp.116-117. doi:10.5736/
jares.27.1_116
［５］岡崎正信・伊藤暢人（2016）：『編集長インタビュー 岡
崎正信氏[オガールプラザ社長] 「建設会社のせがれ」の地域
再生秘話』日経トップリーダー（384）,pp.52-54.
［６］前田夏美（2015）：「水産業クラスターの競争優位構造
形成にための課題：宮古地域におけるワカメの競争優位.」
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表1　紫波町人材育成事業のクロスSWOT分析
強み 弱み
機
会
・クラウドファンディングに
よる資金確保
・オガールプロジェクトやリ
ノベーションまちづくりで
築き上げたネットワーク
・シェアオフィスに入居予定
の民間テナントがあること
・協力的な商店街店舗の存在
・協力的な不動産オーナーの
存在
・地域おこし協力隊という立
場を活かし、プロジェクト
の認知を図る
・ワークショップの開催によ
るリノベーションの知識・
技術の習得
・地域住民とのコミュニケー
ションによる理解促進
・県内教育機関との連携によ
る学生ネットワークの構
築・強化
脅
威
・町を訪れる若者の存在を活
かした商店街の新たな担い
手の育成
・シェアオフィスに入居予定
の民間テナントによる確実
な収益確保
・商店街との商品開発や業務
提携による事業継続サポー
ト
・イベント事業の充実による
学生・若者の継続的な集客
・売上確保のための魅力的な
商品開発
・多様な主体との協力と他事
業者との差別化
・町の雇用創出と少子化抑制
資料：調査結果より繁泉遥作成。原典は、繁泉遥（2020）：「人材
育成のための効果的な手段の解明〜紫波町を事例として〜」令和
元年度岩手県立大学総合政策学部卒業論文。
図2　紫波町人材育成事業のダイヤモンド・モデル
資料：調査結果より繁泉遥作成。原点は、繁泉遥（2020）：
「人材育成のための効果的な手段の解明〜紫波町を事例として
〜」令和元年度岩手県立大学総合政策学部卒業論文。
図3：事例から導き出されるクラウドファンディングを利用した
新規プロジェクト立ち上げに求められる条件　資料：新田作成
